
新
学
習
指
導
要
領
が
、
小
学
校
に
お

い
て
は
２
０
２
０
年
度
（
平
成
32
年
度
）

に
、
中
学
校
に
お
い
て
は
２
０
２
１
年

度(

平
成
33
年
度)

に
、
全
面
実
施
さ
れ

ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
れ

ま
で
学
校
教
育
で
目
指
し
て
き
た
知
徳

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力
の

育
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
「
何
を
・

ど
の
よ
う
に
・
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」

と
い
う
学
ぶ
意
味
を
確
認
し
つ
つ
、

『
知
識
・
技
能
の
習
得
』
、
『
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
』
、
『
学
び

に
向
か
う
力
・
人
間
性
の
涵
養
』
の
三

か
ん
よ
う

本
柱
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
未
来
社
会

を
切
り
開
く
た
め
の
資
質
能
力
を
育
む

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
「
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
が
不
可
欠

で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
学
校
教
育
と

社
会
が
め
ざ
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
改
訂
に
お
け
る
主
な
変
更
点

と
し
て
は
、
小
中
学
校
の
道
徳
の
教
科

化
や
、
小
学
校
英
語
の
教
科
化
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
、
「
ア
ク
テ
ィ

ブ･

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
（
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
）
の
視
点
か
ら
学
習
過

程
を
改
善
す
る
こ
と
等
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
道
徳
の
時
間
が
「
特
別
の
教

科

道
徳
」
と
し
て
新
た
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。
週
１
時
間
の
授
業
時
間
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
教
科
書
が
導
入
さ

れ
、
思
い
や
り
や
正
直
、
規
則
の
尊
重

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
こ
と
と

し
て
と
ら
え
、
友
達
と
の
話
し
合
い
の

中
で
考
え
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の

道
徳
性
を
育
み
ま
す
。

井
原
市
で
は
、
小
学
校
に
お
い
て

は
平
成
30
年
度
か
ら
、
中
学
校
に
お

い
て
は
平
成
31
年
度
か
ら
新
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ
た
指
導
を
行

い
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る

時
に
は
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
、
様
々
な
国
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
に
な
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
改
訂
に
お
い

て
は
、
そ
の
一
端
を
担
う
英
語
教
育
が

強
化
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
３
・
４
年
生
で
週
に

１
回
程
度
の
外
国
語
活
動
、
５
・
６
年

生
で
週
に
２
回
程
度
の
英
語
科
の
授
業

が
行
わ
れ
、
「
聞
く
こ
と｣｢

話
す
こ
と
」

を
重
視
し
な
が
ら
、
高
学
年
に
な
る
と

「
読
む
こ
と｣｢

書
く
こ
と
」
に
親
し
む

活
動
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
英
語
の
授
業
は
基
本

的
に
英
語
で
行
わ
れ
、
扱
う
英
単
語
数

の
増
加
な
ど
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
。
小
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
や
学
校
現
場
に
過
度
な
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、
授
業
時
間
数
を
段
階
的

に
増
や
し
て
対
応
す
る｢

移
行
措
置｣

を

原
則
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
井
原
市
で
は
平
成
30
年
度
に

｢

移
行
措
置｣

を
、
平
成
31
年
度
に
は
、

全
面
実
施
を
１
年
前
倒
し
て
実
施
す
る

｢

先
行
実
施｣

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
、
知
識

や
技
能
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
習
得
し

た
知
識
や
考
え
方
等
を
手
段
と
し
て
、

自
ら
が
情
報
を
収
集
し
た
り
、
友
達
と

課
題
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
、
ま
と

め
、
表
現
し
た
り
す
る
学
習
に
取
り
組

み
、
そ
の
過
程
の
中
で
学
び
の
質
を
高

め
る
よ
う
な
学
習
に
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
習

に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的

(
ア
ク
テ
ィ
ブ)

に
学
び
続
け
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
原
市
に
お
い
て
も
、
新
し
い
学
習

指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
実
践
が
確
実
に

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
創
り

手
と
な
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
円
滑
な
移
行

が
行
え
る
よ
う
学
校
や
先
生
方
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

℡
62-

９
５
３
２

と も な び VOL.７ （１）

今回の「ともなび」は、

社会に開かれた教育課程の

実現をめざす、小・中学校

の新学習指導要領について

お知らせします。

外国語活動移行措置 外国語活動先行実施

井原市では、小３･４･５･６で外国語活動を実施

小
学
校
で
英
語
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト

▲

※出展：教育通信｢こころのわ｣VOL.27(岡山県教育委員会編集・発行：一部井原市の施策を追加)



教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
事
情
に

よ
り
修
学
困
難
な
学
生
を
対
象
に
奨
学

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

【
貸
付
対
象
】
（
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人
）

・
高
等
学
校
、
大
学
、
ま
た
は
こ
れ
に

相
当
す
る
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

・
市
内
に
本
籍
が
あ
る
、
ま
た
は
住
所

が
あ
る
人

・
品
行
方
正
で
、
学
業
成
績
の
優
秀
な

人
・
心
身
と
も
に
健
全
で
成
業
の
見
込
み

が
あ
る
人

・
本
人
の
属
す
る
世
帯
の
前
年
の
収
入

が
、
定
め
ら
れ
た
収
入
基
準
額
以
下

で
あ
る
こ
と

※
日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
、
他
か
ら

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
人

は
対
象
外
で
す
。

【
貸
付
金
額
】

①
大
学
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
校

月
額
５
万
円
以
内(

無
利
子)

②
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る

学
校
月
額
１
万
円
以
内(

無
利
子)

【
奨
学
資
金
の
返
還
】

・
貸
し
付
け
た
奨
学
金
は
、
卒
業
後
１

年
を
経
た
後
、
貸
付
期
間
の
３
倍
の

年
数
で
、
年
払
い
あ
る
い
は
半
年
払

い
で
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
返
還
の
特
例
】

大
学
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
学
校

を
卒
業
後
、
返
還
期
間
満
了
ま
で
、

市
内
に
居
住
ま
た
は
、
市
内
の
事
業

所
等
に
勤
務
を
す
れ
ば
、
貸
付
金
額

の
２
分
の
１
の
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
５
月
31
日
（
木
）

【
申
込
方
法
】

所
定
の
「
井
原
市
奨
学
資
金
借
入
申

請
書
」
に
「
井
原
市
奨
学
資
金
推
薦
調

書
」
等
を
添
え
て
申
し
込
み
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

℡
62-

９
５
３
１

田
中
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
刀

剣
の
美
―
日
本
刀

と
彫
刻
刀
―
」
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で

は
田
中
美
術
館
が

所
蔵
す
る
日
本
刀

や
平
櫛
田
中
が
制

作
に
使
用
し
た
彫

刻
刀
な
ど
を
展
示

し
、
「
鋼
の
造
形

美
」
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

■
会

期

４
月
27
日(

金)

～

６
月
17
日(

日)

※
月
曜
日
は
休
館

日
（
振
替
休
日

の
場
合
は
翌
日
）

■
開
館
時
間

９
時
～
17
時

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

■
入
館
料

一
般
４
０
０
円(

３
０
０
円)

※
65
歳
以
上
、
高
校
生
以
下
は
無
料
で

す
。

※()

内
は
、
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※
受
付
で
、
年
齢
が
確
認
で
き
る
証
明

書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

田
中
美
術
館

℡
62-

８
７
８
７

井
原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
災
害
な
ど
の
不
測
の

事
態
に
よ
り
、
給
食
の
提
供
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
学
校
給
食
用

非
常
食
「
救
給
カ
レ
ー
」
を
備
蓄
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

調
理
が
不
要
で
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材
料

等
27
品
目
が
不
使
用
で
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

℡
62-

０
８
１
３

と も な び VOL.７ （２）

井
原
市
教
育
便
り

と

も

な

び

■
発
行

井
原
市
教
育
委
員
会

■
編
集

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

■
住
所

井
原
市
井
原
町
３
１
１
‐
１

TEL

０
８
６
６
‐
62
‐
９
５
３
１

FAX

０
８
６
６
‐
62
‐
０
３
３
２

今年の夏の星空は、火星に注目が集まりそうです。

火星は、太陽系の中で、地球のすぐ外側を同じ向きに回っ

ていますが、地球よりゆっくり回っているので、２年２か

月ごとに地球が火星に追いつき、追い越します。その時に

火星と地球が接近しますが、地球の軌道と火星の軌道の間

隔は広いところと狭いところがあり、今年は最も狭くなっ

ているあたりで接近するため、平成15年の夏以来15年ぶり

の近さとなります。それで、｢大接近｣と呼ばれ、いつもの

接近時よりも、火星が明るく大きく見えます。

火星の表面は、酸化鉄を含む土に覆われて赤っぽく見え

ます。直径は地球の半分程度ですが、７月下旬の21時ごろ

には南東の低い空で、明るく輝く火星が肉眼でもはっきり

わかるでしょう。

美星天文台でも、７月下旬より望遠鏡で火星をご覧いた

だくことができますが、空高く昇る時間が遅く、101cm望

遠鏡では７月末は21時以降、８月11日ごろは20時以降でな

いと見ることができません。そのため、7月下旬から8月上

旬までは美星天文台の開館時間を延長します。

この夏は、ほかにも、６月に金星、５月から８月に木星、

７月から９月に土星がよく見えます。この機会に家族で夜

空の星ぼしに親しんではいかがでしょうか。

◎問い合わせ先 美星天文台 TEL87-4222

芳井歴史民俗資料館では、昨年秋の特別展で井原市出身の日本画家・

戸田天波を取り上げました。
て ん ぱ

戸田天波（明治13年生～昭和36年没）は後月郡西江原村（現在の井

原市西江原町）神戸で、ベンガラ製造業を営む家に生まれました。

義之小学校(現在の西江原小学校)で学び、高等精研小学校に通うか
ぎ し

たわら地元の画塾で南画を学びました。卒業後、京都市美術工芸学校

で本格的に日本画を学び、後に東京美術学校で学びます。京都と東京

の両方で本格的に学んだ、岡山の日本画家としては珍しい経歴を持ち

ます。

卒業後に病気のため帰郷してからは目

立った活躍がありませんが、宗教画、美

人画、山水画、花鳥画など幅広い画業を

展開し、地元の人々から愛され続け、今

も多くの作品が市内に現存しています。

この作品は、天波が22歳頃のものと思

われます。天波は17歳から京都市美術工

芸学校で学び、京都画壇で活躍していた

今尾景年画塾で研鑽を積みました。この

頃は女性や子どもの日常の情景を表した

題材が多く、分かりやすい風俗画とも言

える作品を描いていた時期ですが、この

ような歴史人物画も描いていました。

描かれているのは中国唐代の皇妃・楊

貴妃です。古代中国の四大美人といわれ、

その美しさにより傾国の美女と呼ばれま

した。芙蓉の花を飾った楊貴妃の絵は、

天波らしい穏やかな美人画と言えます。

「
楊
貴
妃
」

戸
田
天
波(

個
人
蔵)

▲

第６回

き
ゅ
う
き
ゅ
う

＝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝

▲｢小太刀｣宮入行平(田中美術館蔵)

▲救給カレー


